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□組織の概要

（1）事業所名及び代表者名
名　  　 称　　　株式会社エヌ・ケーエンジニアリング
代  表  者　　　代表取締役　　興村　俊弥

（2）所在地
〒066-0075
千歳市北信濃770番9

（3）環境管理責任者氏名及び連絡先
環境管理責任者　　常務取締役　　清水　博樹　

FAX：0123-42-1586
（4）事業の概要

 ・ 一般廃棄物及び産業廃棄物並びに特別管理産業廃棄物の収集運搬業務
 ・ 建物の清掃請負業務、汚水処理施設・受水槽の維持管理清掃業務

（5）事業の規模
備考

ｋｇ
百万円
名
㎡
㎡ ２階のみ

(6)設立年月日
1992年（平成4年）7月27日

(7)資本金
10,000,000円

(8）組織図

□認証対象範囲（ＥＡ２１産業廃棄物処理業者向けガイドライン２０１７年版に沿って、現在取組中です。）

（1）対象組織
名　 称　　　株式会社エヌ・ケーエンジニアリング 　
代表者　　　代表取締役　　興村　俊弥
所在地       北海道千歳市北信濃770番9

（2）認証登録の範囲（現在の認証登録は、エコアクション２１です。）
　　　　　　　　　　　　一般廃棄物及び産業廃棄物並びに特別管理産業廃棄物の収集運搬業務、建

　　  　　 　物の清掃請負業務、汚水処理施設・受水槽の維持管理清掃業務

□環境経営レポートの実績値は、当社の行う全ての事業活動に実績値を使用

敷地面積(借地) 4,0004,000

活動規模 単位 ２０２０年度 ２０２１年度

処理量(収集運搬)

従業員

3,103,687.7 3,435,640.9

19
売上高 254

（興村 俊弥） (清水 博樹） (福浦 絵里）

260 260延床面積(借家)

最高責任者 環境管理責任者 事務局

260

２０２２年度

280

(畑本 春雄）

3,177,922.5

19 19
306

4,000

(間　 直也）
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(9)事業に係る許可の内容
許 可 年 月 日

許 可 期 限

一般廃棄物処理業 令和2年4月1日 千歳市全域

(収集・運搬) 令和6年3月31日

産業廃棄物収集運搬業 令和5年3月18日 北海道内

令和10年3月14日

特別管理産業廃棄物収集運搬業 令和5年9月2日 北海道内

令和10年8月21日

浄化槽清掃業 令和2年4月1日 千歳市全域

令和6年3月31日

建設業(土木工事業) 平成28年11月8日

(とび・土工工事業)(管工事業) 令和8年11月7日 石　第15438号

浄化槽保守点検業 令和5年4月4日 北海道内

令和8年4月3日 知事登録浄保8第1号

建築物飲料水貯水槽清掃業 令和2年1月21日 北海道知事

令和8年1月20日 北海道13貯第4号

建築物清掃業 令和2年2月22日

令和8年2月21日 北海道13清第16号

建築物排水管清掃業 平成30年8月14日

令和6年8月13日 北海道18排第3号

建築物ねずみ昆虫等防除業 平成27年3月3日

令和9年5月13日 北海道26ね第5号

地下タンク等定期点検業 平成28年9月1日 (財)全国危険物安全協会

令和8年8月31日 地(2)第01093号

古物商 平成12年8月23日 北海道公安委員会

期限なし 第101061200165号

金属くず商 平成31年1月24日 北海道公安委員会

期限なし 千歳(金)第101060000024号

(10)産業廃棄物収集運搬業許可品目
燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、

金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、鉱さい、がれき類、動物のふん尿、動物の死体、

ばいじん、産業廃棄物を処分するために処理したもの。以上、石綿含有産業廃棄物であるものを含む。

また、水銀使用製品産業廃棄物であるものを含み、燃え殻、汚泥、廃酸、廃アルカリ、鉱さい及びばいじんに

ついては水銀含有ばいじん等であるものを含む。積替保管あり。

(11)特別管理産業廃棄物収集運搬業許可品目
廃油(揮発油類、灯油類及び軽油類。)、廃酸(pH2.0以下のもの。)、廃アルカリ（pH12.5以上のもの。)、感染性

産業廃棄物、特定有害産業廃棄物。

感染性産業廃棄物、汚泥、廃酸、廃アルカリ、ばいじん、燃え殻(以上５種類は、ダイオキシン類を含むもの。）、

鉱さい（水銀、カドミウム、鉛、砒素、セレン又はその化合物、六価クロム化合物を含むもの。）、

廃水銀等(水銀又はその化合物(アルキル水銀化合物を除く）を含むもの。

廃ＰＣＢ等及びＰＣＢ汚染物（これらは低濃度に限る。）積替保管あり。

2
北海道知事

第00110002098号

北海道知事

事業の範囲

千歳市長

千管総許可第14号

Ｎｏ

1

許可の内容 許可番号

6

北海道知事

8

9

11

12

13

北海道知事

北海道知事

7

10
北海道知事

千管総許可第30号

3

4

5
北海道知事　許可(般ｰ28)

千歳市長

第00160002098号
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(12)収集運搬車両及び所有車両の状況
①収集運搬車両

1 塵芥(パッカー)車 5,800㎏ ｲｽｽﾞ 1 札幌800は 38-40
2 　　ー〃ー 5,800㎏ ｲｽｽﾞ 1 札幌800は 38-41
3 　　ー〃ー 4,900㎏ UD 1 札幌830さ 38-43
4 強力吸引車 7,950㎏ ｲｽｽﾞ 1 札幌800は 21-22
5 　　ー〃ー 8,300㎏ 日野 1 札幌830さ 21-23
6 　　ー〃ー 8,300㎏ ｲｽｽﾞ 1 札幌830せ 21-24
7 　　ー〃ー 225㎏ ｲｽｽﾞ 1 札幌830す 21-25
8 清掃(豊和スイーパー)車 3,500㎏ ｲｽｽﾞ 1 札幌800は 12-15
9 ウイング車 13,400㎏ 三菱 1 札幌130さ 15-88
10 　　ー〃ー 13,600㎏ 三菱 1 札幌130さ 15-89
11 　　ー〃ー 13,800㎏ 三菱 1 札幌130す 15-90
12 アームロール車 6,500㎏ 日野 1 札幌130さ 15-87
13 クレーン付平ボディー 6,200㎏ 三菱 1 札幌130す 15-86
14 バン 1,000㎏ ﾄﾖﾀ 1 札幌430た 15-85
15     ー〃ー 350㎏ スズキ 1 札幌480そ 13-80
16 軽ワゴン車 350㎏ ﾀﾞｲﾊﾂ 1 札幌480え 85-01
17 　　ー〃ー 350㎏ スズキ 1 札幌583い 85-02

②所有車両

1 清掃(散水)車 6,500㎏ 日野 1 札幌830た 14-15
2 圧力切替式高圧洗浄車 2,250kg ｲｽｽﾞ 1 札幌801め 10-00
3 清掃車 2,300kg ﾄﾖﾀ 1 札幌830さ 18-01
4 ダンプ 2,000kg ｲｽｽﾞ 1 札幌430て 15-83
5 タイヤショベル ー 川崎 1 札幌030さ  7-17
6 タイヤショベル ー 川崎 1 札幌000る  7-16
7 フォークリフト ー ﾄﾖﾀ 1 ー
8 普通乗用車(クラウン) ー ﾄﾖﾀ 1 札幌331も 68-68
9 普通乗用車(プリウス) ー ﾄﾖﾀ 1 札幌332み 87-88

摘要

最大積載量 車名 台数

Ｎｏ 用途（形状） 最大積載量 車名 台数

Ｎｏ 用途(形状) 摘要
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（13）積替保管施設

千歳市北信濃 6.25㎡ 廃酸 3.20㎥
　　　　770番9 6.25㎡ 汚泥 3.20㎥

6.25㎡ 廃アルカリ 3.20㎥
6.25㎡ 廃油 3.20㎥

65.70㎡ 汚泥、廃酸 18.50㎥
廃アルカリ

25.00㎡ 廃プラスチック類 10.00㎥
25.00㎡ 木くず 6.48㎥
25.00㎡ 金属くず 4.32㎥
25.00㎡ ガラスくず、コンク 4.00㎥

リートくず及び
陶磁器くず

25.00㎡ がれき類 5.00㎥
12.65㎡ ガラスくず、コンク 20.22㎥

リートくず及び
陶磁器くず(蛍光管)

4.60㎡ 汚泥、金属くず 5.52㎥
(廃乾電池)

4.60㎡ 紙くず 11.04㎥
2.10㎡ 廃プラスチック類 1.60㎥

金属くず、ガラスくず、
コンクリートくず
及び陶磁器くず
(廃LED管)

千歳市北信濃 5.40㎡ 廃酸(pH2.0以下) 2.30㎥
　　　　770番9 0.495㎡ 廃酸(特定有害) 0.20㎥

0.75㎡ 廃アルカリ(特定有害) 0.14㎥
4.50㎡ 廃アルカリ(pH12.5以上) 1.60㎥
4.50㎡ 汚泥(特定有害) 1.60㎥

0.352㎡ 汚泥(特定有害) 0.20㎥
0.72㎡ 鉱さい(特定有害) 0.40㎥

0.225㎡ 鉱さい(特定有害) 0.04㎥
0.72㎡ 燃え殻(特定有害) 0.40㎥

0.225㎡ 燃え殻(特定有害) 0.04㎥
0.72㎡ ばいじん(特定有害) 0.40㎥
0.25㎡ ばいじん(特定有害) 0.04㎥
1.44㎡ 廃石綿等(特定有害) 1.00㎥
0.54㎡ 廃水銀等(特定有害) 0.0558㎥

 

項　　目 設置場所

特別管理産業廃棄物

項　　目 設置場所 面　　積 種　　類 保管上限

面　　積 種　　類 保管上限

産業廃棄物
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（14）廃棄物処理(運搬）の実績

一般廃棄物 事業系・家庭系
収集運搬 一般廃棄物

汚　　泥 ｋｇ 1,200,906.1 955,173.6
廃　　油 ｋｇ 57,820.0 29,000.0
廃　　酸 ｋｇ 64,492.0 195,387.0

産業廃棄物 廃アルカリ ｋｇ 51,334.0 90,170.0
収集運搬 廃プラスチック類 ｋｇ 460,543.9 773,456.7

紙くず ｋｇ 0.0 1,070.0
木くず ｋｇ 2,760.0 27,310.0
動植物性残さ ｋｇ 13,842.0 69,570.0
ゴムくず ｋｇ 0.0 1,620.0
金属くず ｋｇ 68,380.3 87,720.1
ｶﾞﾗｽ・コンクリート
陶磁器
がれき類 ｋｇ 0.0 1,300.0
混合（管理型含む） ｋｇ 3,260.0 1,515.0
繊維くず ｋｇ 1,790.0 0.0
鉱さい ｋｇ 0.0 0.0

引火性廃油 ｋｇ 103,145.0 110,175.0
強　　酸 ｋｇ 1,005.0 630.0
強アルカリ ｋｇ 27,220.0 51,390.0
強アルカリ(有害) ｋｇ 0.0 1,230.0

特別管理産業 感染症廃棄物 ｋｇ 10,357.0 21,598.0
廃棄物収集運搬 鉱さい(有害) ｋｇ 0.0 11.0

廃油(有害) ｋｇ 12,476.0 10.0
汚泥(有害) ｋｇ 91,783.7 96,847.5
廃酸(有害) ｋｇ 2.6 8,080.2
ばいじん（有害） ｋｇ 0.0 42.9
廃水銀等 ｋｇ 43.0 2.0
廃アルカリ(有害) ｋｇ 76.0 0.0
㏗2.0以下の廃酸 ｋｇ 21,540.0 0.0
㏗2.5以上の廃アルカリ ｋｇ 19,820.0 0.0
引火性廃油(有害) ｋｇ 0.0 0.0
廃石綿等 ｋｇ 360.0 0.0
廃PCB等 ｋｇ 0.0 0.0

廃棄物の種類 単位 ２０２１年度 ２０２２年度処理内容

合計 ｋｇ

処理量(収集運搬) ２０２１年度 ２０２２年度単位

3,435,640.9 3,177,922.5

計

処理内容 廃棄物の種類 単位 ２０２１年度 ２０２２年度

ｋｇ

ｋｇ

ｋｇ

ｋｇ

ｋｇ

処理内容 廃棄物の種類 単位

計

計

484,657.5 479,860.0

479,860.0484,657.5

287,828.3

738,026.8

２０２１年度

174,753.6

2,408,046.0

２０２２年度

290,016.6

2,663,155.1
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２０２０年３月２５日　制定
株式会社　エヌ・ケーエンジニアリング
代表取締役

　　　社外にも公表します。

　５、地域密着型の環境保全活動に積極的に参加します。

　  この環境に関する基本方針を達成するために、環境目的・目標を設定し、当社の全従業員を

環境経営方針

　  株式会社エヌ・ケーエンジニアリングは、一般廃棄物及び産業廃棄物並びに特別管理産業
 廃棄物の収集運搬業務、建物の清掃請負業務、汚水処理施設・受水槽の維持管理清掃業務
 により発生する環境影響を低減するために、次の方針に基づき、環境改善活動を推進します。

　　(１)一般廃棄物及び産業廃棄物並びに特別管理産業廃棄物の収集運搬業務の拡大

　  株式会社エヌ・ケーエンジニアリングは、事業運営と地球環境の保全を両立し、住み良い北
 海道の地域社会を実現するために、全組織を挙げて環境改善に取組みます。

<基本理念>

　１、当社の活動、製品及びサービスが関わる環境への影響を常に認識し、全事業所において
　　　環境マネジメントシステムを継続的に改善し、汚染の予防にも努めます。

　２、環境に関する法的及び当社が同意するその他の要求事項を順守します。

　３、当社の活動、製品及びサービスが関わる環境影響要因のうち、以下の項目を環境改善活
　　　動の重点テーマとして取組みます。

　　(２)電力、天然ガス、水の使用量の削減
　　(３)車両燃料(ガソリン・軽油)使用量の削減
　　(４)産業廃棄物・一般廃棄物の自社排出量の削減

 あげて環境改善活動を展開するとともに、定期的に見直しを実施します。

<方　　針>

　４、この環境に関する基本方針は、全従業員が理解し、行動出来るよう周知徹底するとともに
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□環境経営目標

電      力 
　使用量の削減
天然ガス
　使用量の削減
軽　 　油　 収集・運搬車両 73,488.0 73,120.6 72,753.1 72,385.7
　使用量の削減 除雪車 8,198.2 8,157.2 8,116.2 8,075.2
ガソリン 
　使用量の削減
    水　    
　使用量の削減
一般廃棄物 
　排出量の削減
産業廃棄物
　排出量の削減

□環境経営目標の実績

電      力 
　使用量の削減
天然ガス
　使用量の削減
軽　 　油　 収集・運搬車両 73,120.6 73,890.6 99.0%
　使用量の削減 除雪車 8,157.2 3,002.2 271.7%
ガソリン 
　使用量の削減
    水　    
　使用量の削減
一般廃棄物 
　排出量の削減
産業廃棄物
　排出量の削減

□環境負荷の実績

単位 2021年度 2022年度
㎏‐ＣＯ₂ 243,008.4 232,305.0

１　使用した電力排出係数：2021年度北海道電力0.533㎏ーＣＯ₂/kwh
２　化学物質の取り扱いはないため、削減目標の設定はしていない。

項　　　目

ℓ 6,338.4 7,336.2

ℓ

ｋｗｈ 11,154.9 11,913.6

㎥

86.4%

3,024.2 2,757.4 109.7%

㎥ 190.8 198.8 96.0%

ｋｇ 495.0 462.5 107.0%

二酸化炭素排出量

93.6%

単位
目標 実績 達成率

2022年度

ℓ

ｋｗｈ 11,211.0

6,274.7

ｋｇ 497.5 490.0

ℓ 6,370.3

㎥ 191.8 188.9

6,338.4

2024年度
基準年度
2021年度 2022年度

11,042.8

㎥ 3,039.4 2,993.8

11,154.9 11,098.9

3,024.2 3,009.0

項　　　目

4,875.8

ｋｇ 4,925.3 7,570.0 65.1%

ｋｇ 4,950.0

単位

環境目標

実績 目標 目標 目標

2023年度

4,925.3 4,900.5

6,306.6

190.8 189.9

495.0 492.5
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□環境活動の取り組み計画と評価

単位

年度比
基準年度 11,211.0 ｋｗｈ 達成率93.6%  達成
目　　　標 11,154.9
実　　　績 11,913.6
(達成率) 93.6%

４　使用していない電気製品のコンセントを抜く。

基準年度 3,039.4 ㎥ 達成率109.7%  達成
目　　　標 3,024.2
実　　　績 2,757.4

２　エアコンのスィッチ切の徹底 (達成率) 109.7%
３　休憩室に人がいなくなる時間帯の冷・暖房のＯＦＦ
４　クールビズ・ウォームビズの推進

軽油使用量の削減  (基準年度から0.5%削減） 基準年度 73,488.0 ℓ 達成率99.0%  達成
１　暖機運転時間の短縮（５～１０分） 目　　　標 73,120.6
２　エコドライブの徹底 実　　　績 73,890.6
３　法定速度の順守 (達成率) 99.0%
４　アイドリングストップの定着

基準年度 8,198.2 ℓ 達成率271.7%  達成
目　　　標 8,157.2
実　　　績 3,002.2
(達成率) 271.7%

基準年度 6,370.3 ℓ 達成率86.4%  達成
１　暖機運転時間の短縮（５～１０分） 目　　　標 6,338.4 取り組みが有効であり、継続します。
２　エコドライブの徹底 実　　　績 7,336.2
３　法定速度の順守 (達成率) 86.4%
４　アイドリングストップの定着

基準年度 191.8 ㎥ 達成率96.0%  達成
１　節水の貼り紙 目　　　標 190.8
２　蛇口の閉め忘れをなくす。 実　　　績 198.8
３　洗車・洗浄の際の節水 (達成率) 96.0%

基準年度 497.5 ｋｇ 達成率107.0%  達成
１　分別の徹底 目　　　標 495.0
２　分別ボックスの追加、見直し 実　　　績 462.5
３　リサイクルの推進 (達成率) 107.0%
４　紙の両面使用とメモ用紙（リサイクル品の再使用）

基準年度 4,950.0 ｋｇ 達成率65.1%  未達成
１　産業廃棄物の発生を抑制 目　　　標 4,925.3
２　取引先への取り組み周知 実　　　績 7,570.0
３　資源物との分別 (達成率) 65.1%

<総　括>

達成状況 評価と次年度の取り組み
取り組み計画

（環境改善活動手順書による。）

電力使用量の削減  (基準年度から0.5削減）
１　事務所照明の昼休み中の消灯の徹底

産業廃棄物排出量の削減において、基準年度から0.5%削減目標を掲げましたが、目標未達成でありました。
要因としては上記に記述したことであり、今後も引き続き、環境改善活動手順書に基づき取り組みの実践に努めます。

取り組みが有効であり、継続します。

取り組みが有効であり、継続します。

取り組みが有効であり、継続します。

取り組みが有効であり、継続します。

上水使用量の削減  (基準年度から0.5%削減）

産業廃棄物排出量の削減  (基準年度から0.5%削減）

一般廃棄物排出量の削減  (基準年度から0.5%削減）

２　エアコンのスィッチ切の徹底
３　パソコンを長時間使用しない場合は電源を切る。

天然ガス使用量の削減  (基準年度から0.5%削減）

ガソリン使用量の削減  (基準年度から0.5%削減）

取り組みが有効であり、継続します。

収集・
運搬車両

がれき類、廃油、分離層汚泥の排出
があり、特に分離層汚泥が思ったより
発生したことが、要因と考える。
今後とも、発生抑制に心掛け、可能
な限り資源化・リサイクルに努めま
す。

１　事務所・休憩室の設定温度を、夏は28℃、冬は
   20℃にする。

除雪車

取り組みが有効であり、継続します。
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□環境関連法規等順守状況と違反、起訴等の有無

社内で環境関連法規の順守を確認しました。
また、関係当局より過去3年間違反等の指摘及び、訴訟等はありません。

適用される法規制 要求事項 順守状況
廃棄物処理法 減量、排出抑制、適正処理 順　　守

廃第１種特定製品を受託時の適正処理 順　　守
第２種特定製品の破棄の適正処理 事例なし

浄化槽法 浄化槽維持管理 順　　守
千歳市廃棄物の処理等に
関する条例及び規則

□代表者による全体評価と見通しの結果

総合評価　 

く。

指示事項

フロン排出抑制法

千管総許可第１４号(表示：千歳市許可第14号) 順　　守

・環境方針、環境目標、環境活動の運用ついて、今後も引き続き継続運用する。

・環境関連法等は定期的に把握して行く。

システムが有効に機能しており、目的、目標に沿って今後も継続運用をさせてい

産業廃棄物排出量の削減については目標未達成であり、引き続き、環境改善活動手順書

環境方針、環境目標、環境活動の運用について、今後も引き続き全従業員へ周知徹底と意識
向上に努め継続運用する。

動手順書に基いた取り組みを実践し、削減に努めていきます。
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